


株主の皆様には、ますますご清栄のこととお慶び申し上げ

ます。ここに、第34期中間（平成16年8月1日～平成17年1

月31日）事業報告書をお届けするとともに、日頃の温かいご

支援に心から厚く御礼申し上げます。�

当社の位置する印刷・広告業界は、折込広告が2年連続増

加するなど、明るい兆しが見え始めたものの、同業他社間の

競争は一層激化し、価格面の競争も厳しさを増しております。�

このような環境の中、当社では、第34期は、黒字回復と、競

争に打ち勝つ「収益力・営業力の強化」を目標に掲げ、企業体

質の改善と販売促進支援機能の向上に取り組んでまいりま

した。�

その結果、本中間期におきまして、中間連結売上高は、採

算を重視した受注により4,765百万円（前期比138百万円減）

と減収とはなりましたが、収益性の高い「名入年賀状」の受注

が前期比20%増加したこと、および徹底したコスト削減の

効果により、中間連結純利益は256百万円（前期比614百万

円増）と大幅な増益となりました。�

これもひとえに、株主の皆様やお取引先の皆様の日頃の

ご支援の賜物であり、あらためて感謝申し上げます。第34期

通期におきましても、全役員・社員一丸となって引き続き業

績向上に取り組んでまいります。�

当社は創業以来、「総合的に商業や商売、商流について研

究する」という社名の由来どおり、時流を先取りしつつ、お取

引先に対して最適かつ最良の販売促進支援を行い、そして

付加価値の高いサービス・商品を提供することを経営の基

本方針としております。�

今後もさらに、営業基盤の拡大と企業体質の強化に努め、

お取引先の皆様の発展につながる商品・サービスの企画と

提供に尽力してまいりますので、株主の皆様におかれまして

は、引き続きご指導とご支援賜りますようお願い申し上げます。�
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